
１　収益的収支

（単位：百万円）

医業収益

医業外収益

医業費用

医業外費用

(1) 豊岡病院

　① 収益（対計画 ＋667）

診療報酬改定で7対1看護基準が厳格化され、延患者数の減となったが、新たな施設基準の取得に

より医業収益が計画を上回った。

 ｱ）施設基準（ICU加算、看護補助体制加算、緩和ケア病棟 等）取得による単価増　　

　② 費用（対計画 ＋1,344）

計画時想定外の医師増、施設基準取得のための人員増による給与費増、材料費の伸びにより医業

費用が大きく増加した。

 ｱ）施設基準取得等、医療機能充実に伴う職員増による給与費増（対計画 ＋509）

（医師＋4人、看護師＋28、理学療法士＋2、作業療法士＋2、臨床工学技士＋4　※正規職員）

 ｲ）医業収益増に伴う材料費増（対計画 ＋680）

　③ 収支（対計画 △677）

収益増を費用増が大きく上回り、医業収支・経常収支ともに計画値未達成となった。

施設基準取得において、人員配置から一定時間を経て算定開始となるため、給与費増に見合った収

益が得られなかった。29年度以降は収益が平年度化するため収支改善の見込み。

(2) 日高医療センター

　① 収益（対計画 △308)

医師体制の変動による患者数減、診療報酬改定による単価減で医業収益が計画を下回った。

　ｱ）内科医師体制の変動による患者減少。

　ｲ）診療報酬改定による眼科・透析の診療単価減。

　② 費用（対計画 △116）

収益連動で材料費が減少し、計画を下回った。

　③ 収支（対計画 △192）

医業収益が計画を大きく下回り、費用減少があったものの、医業収支・経常収支ともに計画未達成と

なった。
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(3) 出石医療センター

 ① 収益（対計画 △81）

入院・外来ともに患者数が前年を下回り、医業収益が計画を下回った。

なお、H28年11月より地域包括ケア病床(※)を導入し、患者数・診療単価が増加しつつある。

　　　※地域包括ケア病床

急性期医療を経過した患者及び在宅において療養を行っている患者等の受け入れ並びに患者の

在宅復帰支援等を行う機能を有し、地域包括ケアシステムを支える役割を担う病棟または病室。

 ② 費用（対計画 △65）

 収益連動による材料費等が減少し、計画を下回った。

 ③ 収支（対計画 △16）

医業収益の計画減が医業費用の計画減よりも大きく、医業収支・経常収支ともに若干の計画

未達成となった。

(4) 朝来医療センター

 ① 収益（対計画 △101）

 H28.5に梁瀬医療センターと和田山医療センターが統合し、朝来医療センターが開院した。

 新病院移転に際し、プラン策定時に見込んでいなかった入院患者減等があり、医業収益が

計画を下回った。

 ｱ）開院前後の患者調整による収益減。

 ② 費用（対計画 △21）

移転作業に伴う経費が増加したものの、給与費・材料費等が減少し、医業費用は計画値を下

回った。

 ③ 収支（対計画 △80）

医業収益の計画減が医業費用の計画減よりも大きく、医業収支・経常収支ともに若干の計画

未達成となった。なお、移転計画が具体化したH28当初予算に対しては計画を達成している。

　(5) 総　括

　① 計画値に対して、収益は増加したものの医業費用の伸びが大きく収支は悪化。

　② 特に豊岡病院において、上記①の傾向が顕著であった。

  ③ 改革プラン策定後(H21)の経常収支は、H21～23年度が計画を上回ったものの、H24～25年度にかけて

　　  悪化し、計画を下回った。

　　　H26年度は改革プランを改定し収支改善を図ったが、H26～27年度にかけて△7億円台赤字を計上し、

　　　H28年度はさらに△12億円を超える赤字となった。

[参考1] 経常収支の推移（改革プランの計画と実績） (単位：百万円)

 ※ H26～H28のプラン数値は前改革プラン改定後の計画値

 ※ 朝来医療センターH21～H27の数値は旧梁瀬医療センターと旧和田山医療センターの合計
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２　業務量

※ 平均在院日数は一般病床のみ

(1) 患者数

　①入院：朝来医療センター以外の各病院で、前年度より患者数減となった。

豊岡病院は重症度基準の厳格化による、平均在院日数の短縮（一般病床△0.4日）に伴うもの。

  ②外来：豊岡病院以外の各病院で前年度より患者数減となった。

(2) 診療単価

　①入院：新たな施設基準の取得、重症患者割合の増加により各病院で前年度より単価増となった。

　②外来：豊岡病院以外の各病院で、前年度より単価減となった。

朝来医療センターの外来単価減少は、院内処方から院外処方へ取り扱いを変更したことによる。

[参考2] 1日当たり患者数の推移
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 ※ 朝来医療センターH21～H27の数値は旧梁瀬医療センターと旧和田山医療センターの合計

[参考3] 診療単価(税込)の推移
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 ※ 朝来医療センターH21～H27の数値は旧梁瀬医療センターと旧和田山医療センターの合計

３　内部留保資金

(単位：百万円)

　(1) 内部留保資金の増減

　　　H21～H27は当初プラン計画値、改定後プラン計画値のいずれも上回る資金残高で推移したが、

　　H28年度は収益的収支の悪化に伴い、内部留保資金が大幅に減少した。

　　　年度末残高7億円台は昭和57年度以降最低の水準である。
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